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はじめに

ボツリヌス療法という言葉を聞いたことがありますか？



目的

 いわき地区でボツリヌス療法(痙縮治療)について知ってもらいたい



ボツリヌス療法ってなに？

痙縮の治療法の1つです
痙縮治療 物理療法薬物療法

ボツリヌス療法

フェノール
ブロック

バクロフェン
髄注療法



痙縮って？

 脳卒中後の後遺症の1つで筋肉が緊張しすぎてしまう状態です
 手足が動きにくくなったり、握りこぶしが開きにくくなったり、
無理に動かすと痛いなど生活に大きな影響を及ぼすことがあります



痙縮の原因となる疾患

 脳血管疾患
 脳性麻痺
 頭部外傷
 低酸素脳症

 脊髄損傷
 多発性硬化症
 神経変性疾患



脳卒中ガイドライン2021

 脳卒中後の上下肢痙縮を軽減させるために、もしくは運動機能を改善させ
るために、ボツリヌス毒素療法を行うことが勧められている(推奨度Aエビデン
スレベル高)

 ボツリヌス毒素療法は生活期に行われることが多いが、亜急性期に行うこと
も妥当である(推奨度Bエビデンスレベル中)



要するに・・・

脳卒中等
発症 後遺症

ボツリヌス療法

リハビリテーション

介助が必要

歩行困難

上下肢麻痺

手が開き
にくい



しかし・・・
 施注すれば治ると誤認している

 入院中のリハビリで満足する

 退院してから自主訓練が継続しない

ボツリヌス療法が
浸透していない



そこで！

 当院でのボツリヌスチームの取り組みについて報告します

ボツリヌス療法の流れ

事例紹介地域連携

リハビリテーション



当院のボツリヌス療法の流れ
1週目 2週目

月 入院、身体機能やADL評価 リハビリテーション

火 痙縮筋から施注筋の選定

水 施注

木 リハビリテーション

金 ボツリヌス療法管理ノートの作成

土

退院
日 自主訓練



施注時の様子

医師

OT

PT

看護師



リハビリテーションの様子(上肢痙縮治療)

電気刺激療法(IVES) 振動刺激療法



ボツリヌス療法管理ノートの内容

地域スタッフ意見交換欄の記載自主訓練内容の記載



事例紹介

 年齢：40歳代
 性別：男性
 疾患名：脳内出血(左片麻痺)
 家族構成：親と同居
 主訴：肘が痛い、爪切りがしやすくなりたい
 身体障害者手帳：1級
 生活背景：入浴以外ADL自立、自宅内四点杖歩行、屋内外車いす自立

*紹介した症例は臨床症例の一部を紹介したもので、全ての症例が同様な結果を示すわけではありません。



事例紹介
 施注目的：痙縮による疼痛の軽減、ADLの改善
 施注筋：大胸筋、上腕二頭筋、上腕筋、腕橈骨筋、上腕三頭筋、

円回内筋、橈側手根屈筋、尺側手根屈筋、浅指屈筋、
虫様筋など

 MAS：3(上腕三頭筋)
2(上腕二頭筋、上腕筋、腕橈骨筋)
1+(円回内筋、橈側手根屈筋、尺側手根屈筋、浅指屈筋、虫様筋)

 改善点：肘の痛みが改善した、爪切りがしやすくなった、MAS改善



まとめ

 ボツリヌス療法において、リハビリを併用すること

 リハビリを継続するために、地域との連携すること

 地域と連携できるように、ボツリヌス療法を広めること
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